
 

 

   那須塩原市議会 「敬清会」 

行 政 視 察 報 告 書 
 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

視察期間：令和６年１月２９日（月）～１月３１日（水） 

 

   Ⅰ 視察日：１月２９日（月） 

     視察地：沖縄県 糸満市 

     内 容：「市営住宅再生団地計画」について 
 

   Ⅱ 視察日：１月３０日（火） 

     視察地：沖縄県 YUIMAWARU 株式会社 

     内 容：「子どもセンターゆいまわる」について 

 

   Ⅲ 視察日：１月３１日（水） 

     視察地：東京都 町田市 

     内 容：「南町田拠点創出まちづくりプロジェクト」について 

 

          

    参加議員： 玉野 宏  
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市営住宅再生団地計画 

子ども支援センター「ゆいまわる」 

南町田拠点創出まちづくりプロジェクト 

視察地 沖縄県糸満市、沖縄県南風原町、 

東京都町田市 

視察日 令和 6年 1月 29 日～31 日 

報告者 玉野 宏 

 

市営住宅再生団地計画について 

建設部まちづくり課市営住宅係喜納享氏、主

事前川氏より計画内容の説明を受ける。市では、

平成 26 年に市営住宅再生団地計画を策定した。

６年経過後、第５次総合計画により、住生活基

本計画、市営住宅ストック総合計画、市営住宅

等長寿命化計画の改定を行ってきたが、事業の

進捗や社会状況等により市営住宅の役割、課題

の変化が起き、2022 年に市営住宅再生団地計

画が必要となった。改定計画には３つの狙いを

定めた。①建替数の増戸を行うこと、②将来の

市営住宅の質的需要を満たすため住戸形式と

住戸タイプを検討すること、③今後 10 年間で

市営住宅の約半数の建替が起きるため、市財政

への影響が大となり、事業費の縮小、平準化を

図ることである。事前質問の市営住宅の役割、

課題については、回答として令和５年度の空き

家待ち募集に 114 件の申し込みがあり、需要が

あるものと考えているが、修繕料が４年決算で

11,896 千円かかり予算の確保に苦慮しており、

家賃の徴収、修繕を直営で行っているため対応

人員の確保にも苦慮しているとのこと。 

 次に社会状況や財政状況の変化をいかに計

画に反映、工夫されていますか、の問いには公

営住宅建設には沖縄振興公社投資交付金が充

てられており、公営住宅建設事業では 70％の

高率補助となっているが、要望の満額内示がも

らえず単費の持ち出しが多く苦慮していると

のこと。次年度からは南城市、八重瀬町と協力

し地域居住機能再生推進事業を活用すること

で計画通りに進むもの、と回答があった。市民、

利用者の反応はいかに、の質問には、計画の改

定には各団地の代表を加え話し合っており、利

用者にはおおむね良好な反応をいただいてい

ます、との回答であった。 

糸満市の住宅事情と動向については、市の人

口は 2025 年までに増加、その後減少に転じる。

世帯当たり人員の減少から住宅数は増加見通

し、市街化区域に総人口の７割が居住、年々増

加している。上位の沖縄県住生活基本計画は

2021 年度～2030 年度の 10 年間の計画とし、基

本計画的な方針を誰もが安心して心地よく暮

らせる美ら島沖縄としている。70％の高率補助

に沖縄の独自性を感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもセンター「ゆいまわる」について 

 南風原町福祉型児童発達支援センター内に

おいて、ゆいまわる（株）代表取締役の仲間千

穂氏から学校作業療法「届けたい教育をみんな

に」について活動内容をお聞きした。 

 ゆいまわるの活動は４つからなり、①学校訪

問では、保育所等訪問支援（福祉サービス）と

学校訪問委託事業（市町村委託事業）がある。

支援メンバー18名で委託月間学校訪問数は３

市町村20校、福祉月間学校訪問数は11市町村

150回（30校）となっており、学校作業療法を

通し、学校の先生方は発達障害の専門ではない 

こと、一人一人の子どもたちの発達を導くため

には、配慮だけでは届かないので、環境道具の

充実化、作業療法士の分析技術の向上が求めら

れる。作業療法士が不足しているのが現状との

糸満市役所にて 
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こと。②の相談支援においては、児童相談支援

（福祉サービス）を行っている。③療育におい

ては、児童発達支援、放課後等ディサービス、

親子通園事業（市町村委託事業）を行っている。

支援センターは保育園を改装して利用してお

り、２階フロアでは 母子６組ほどが通園され

ていた。④の研修講師は、子どもの支援関係者、

専門家向け、教師、保育士等教育関係者向け、

保護者向けに行っている。問題行動の解決に焦

点を当てることの課題は、学校の集団生活では

個別対応には限界があること、他児への影響、

先生の健康への問題がある一方、保護者には発

達障害への不安、我が子が問題視される不安、

学校、保護者の間に不安で連携できず親と子の

ニーズを先生が受け止めにくいことである。作

業療法士は、分析技術（その人のできる力を分

析）、環境（物理的環境、人的環境、経済的環

境、社会的環境）作業（どんな教育がどのよう

にできることが重要なのか、教育の意味が満た

される最善を分析。作業遂行）人、環境、作業

の相互作用を考え、できるための分析をし、

個々が持つ問題に取り組んでいる。発達障害児、

子どもが育つ社会環境の劣化が大きいであろ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南町田拠点創出まちづくりプロジェクトにつ

いて 

 南町田グランベリーパーク駅頭で、町田市議

会事務局主事毛利友紀氏に視察訪問を迎えて

いただいた。配布されたグランベリーパークの

案内図を示されながら商業施設を歩き、説明会

場に向かった。町田市は小田急線の町田駅と市

の最南端部に位置する東急田園都市線の南町

田グランベリーパーク駅があり、首都中心と郊

外が結ばれている。多摩地域有数の商都として

発展してきたが、近隣の海老名市、立川市でも

大型商業施設がつくられている。今後の都市間

構想が続く中、町田市が選ばれる街であるため

に南地域全体として新たな魅力を備えた商業

集積に改めて取り組み、居住者の高齢化、多世

代が共に暮らせる環境づくり、人口減少期を見

据えた“まちの活力の維持”を目指し拠点整備

の方向性が示された。南町田グランベリー駅は

この計画が進められる以前は南町田駅であっ

た。市有地、鶴間公園、同鶴間第二スポーツ広

場、東京急行電鉄（株）東急電鉄の所有するグ

ランベリーモールを一体化する町田市、東急

（株）一般社団法人みなみまちだをみんなのま

ちへの三者で南町田拠点創出まちづくりプロ

ジェクトが進められている。南町田は1970年代

に土地区画整理事業で整備されたが、南町田グ

ランベリーパーク事業を進めるため再度の土

地区画整理事業が実施され、主な取組は都市公

園と商業地の一体整備による大街区化。公共公

益機能等の導入のための市有地の再配置道路

等の公共施設の再配置、雨水対策のための調整

池再整備等である。南町田グランベリーパーク

は歩車分離された環境形成、グリーンインフラ

を取り入れ官民連携で取り組んでいることが

持続可能なまちづくりとして高く評価され、国

際的な環境認証制度ＬＥＥＤＮＣ（新築部門）

とＬＥＥＤＮＣ（まちづくり部門）でゴールド

認証を取得された。那須塩原駅周辺まちづくり

のプランに参考になった。   

子どもセンター「ゆいまわる」にて 
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